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〔梗概〕　本年度はじめて研究費の交付を受けだが，年度
他誌等への発表のもの
途中に夫の急死に遭い，幼児を抱えて不本意ながら研究
に充分力を注ぐことができない状態が続いた。こうした
私事のため，他誌への研究成果発表も年度内発行のもの
という研究所内規に従うことができなかったことを重々
お詑びしたい。
　源氏物語全篇を通観すると，最初の方では少なくとも
表面的には共同体的な共通理解を前提に進められている
ように見える。人物造型は英雄伝説の範型を踏まえ，物
語の結構は主人公の特異性の強調から始まり，流離と受
難，帰還，一転した繁栄という予定調和的な一貫性を，
根幹に恋を織りまぜることにより語る，というように。
しかし，その裏面には創作主体がこうした完結された英
雄伝のあり方に少なからぬ疑問を抱いているらしい徴証
は至るところに見られる。明石の君等の女性登場人物の
内面への踏み込みや，玉墜十帖後半部の四季構成の完結
性の破綻などがそうであろう。これら不協和音を包摂し
ながらも，物語前半は大枠としては整合的な英雄伝の体
裁をとり，それはたとえ非現実的なものであっても，当
時の享受者にとって理解しがたいものではない。
　ところが後半に進むに従って，共同体的なものに背反
する個の内面の主題化が進み，宇治十帖に至って一挙に
正面からとりあげられる。末尾部の蘇生後の浮舟や物語
の結末については，同時代の享受者にとって一高度な
理解力を持ったにしても一決して理解しやすいものと
は言えなかったと思う。下敷きにされている妻争い説話
の伝承の類型も，二人の男の板ばさみになって自ら命を
絶つ女性を描きはするが，その薄命の悲劇の対極に，浮
舟という生かされ続けねばならない人間の現実を置くこ
とは物語の常套とはかけ離れている。その独自な内面的
な主題の深化と裏腹に，方法としてはかえって逆行する
ような伝承的話型へのよりかかりが目立つが，その理由
の一りを，内面の主題化が享受者の理解を超えたものと
なることを妨ぐためのものと考えてみた。生田川伝説等
の妻争い説話の多くは二人の男のどちらをも受けいれる
ことができない処女の入水であるに対し，浮舟は二人の
男を受けいれてしまったことゆえの入水である，という
話型とのズレは決して軽くない。巧みに類型に乗るかに
見えて，最後の逆転一蘇生が最も重い主題性を最終的
に担っている。そこに，独自の境地への導きとしての話
型の働きを見ることもできようげ
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